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史
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本
論
文
は
、 

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
皇
国
臣
民
化
に
つ
い
て
、
「
内
地
」
に
お
け
る
帝
国
臣
民
化
政
策
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
銃
後
の
民
衆
動
員
と
軍
事
援
護
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
大
日
本
帝
国
が

植
民
地
朝
鮮
で
構
築
し
よ
う
と
し
た
総
力
戦
体
制
の
課
題
を
民
衆
動
員
と
軍
事
援
護
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。  

 

盧
溝
橋
事
件
に
始
ま
る
支
那
事
変
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
一
〇
月
、
国
民
精
神

総
動
員
運
動
を
開
始
し
た
政
府
は
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
に
国
家
総
動
員
法
を
公
布
、
さ
ら
に
各

種
統
制
法
令
を
勅
令
で
発
布
し
戦
時
経
済
体
制
を
確
立
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
軍
事
援
護
・
銃
後
後
援
も
強
化
し
、

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
一
四
日
に
は
出
征
軍
人
や
戦
没
者
遺
家
族
の
慰
問
・
慰
藉
な
ど
精
神
的
援
護

を
目
的
と
す
る
銃
後
奉
公
会
を
設
立
し
、
三
月
一
五
日
に
は
、
各
地
域
の
招
魂
社
を
師
団
に
各
一
社
創
建
さ
れ

る
護
国
神
社
へ
と
統
合
す
る
護
国
神
社
制
度
を
成
立
さ
せ
た
。
戦
時
経
済
体
制
と
軍
事
援
護
体
制
を
両
輪
と
す

る
総
力
戦
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
日
中
戦
争
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

総
力
戦
体
制
は
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
も
推
進
さ
れ
た
。 

昭
和
一
三
年
二
月
二
二
日
、
徴
兵
制
が
適
用
さ
れ

な
か
っ
た
朝
鮮
に
お
い
て
陸
軍
特
別
志
願
兵
令
が
公
布
さ
れ
、
神
武
天
皇
祭
の
四
月
三
日
に
実
施
さ
れ
た
。
陸

軍
特
別
志
願
兵
制
度
で
は
、
忠
良
な
皇
国
兵
士
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
朝
鮮
人
の
「
皇
国
臣
民
化
」

が
進
め
ら
れ
た
。 

翌
昭
和
一
三
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
国
民
精
神
総
動
員
運
動
は
「
挙
国
一
致
・
尽
忠
報
国
・

堅
忍
持
久
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
内
鮮
一
体
」
と
「
皇
国
臣
民
化
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
展

開
さ
れ
た
。
九
月
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
「
内
鮮
一
体
ノ
強
化
徹
底
」
と
「
完
全
ナ
ル
皇
国
臣
民
化
ヲ
図
ル
」
た

め
、
「
国
難
ニ
殉
ジ
タ
ル
者
ヲ
祭
神
ト
ス
ル
招
魂
社
」
の
創
立
、
「
内
鮮
ノ
史
的
関
係
ヲ
闡
明
ス
ル
」
施
設
の

建
設
、
「
日
常
生
活
ノ
内
鮮
一
体
化
」
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
の
普
及
・
徹
底
を
は
か
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 

以
上
の
一
連
の
動
向
に
注
目
し
、
総
力
戦
体
制
下
の
「
内
地
」
の
帝
国
臣
民
化
政
策
と
植
民
地
朝
鮮
に
お
け

る
「
皇
国
臣
民
化
」
を
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
と
銃
後
に
お
け
る
軍
事
援
護
に
焦
点
を
あ
て
、
日
韓
比
較
史
の

観
点
か
ら
考
察
し
た
。 

「
内
地
」
を
対
象
と
し
た
第
一
部
（
第
一
章
～
第
三
章
）
で
は
、
日
本
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
研
究
が
非
常

に
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
第
二
部
に
お
け
る
考
察
に
と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
、
①
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る

民
衆
動
員
と
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
、
②
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
、
③
銃
後
に
お
け
る
軍
事
援
護

と
い
う
三
つ
の
課
題
を
、
茨
城
県
に
お
け
る
具
体
的
な
地
域
事
例
を
通
し
て
考
察
し
た
。 

一
方
、
植
民
地
朝
鮮
を
対
象
と
し
た
第
二
部
（
第
四
章
～
第
六
章
）
で
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
の

研
究
蓄
積
が
「
内
地
」
と
比
較
し
て
非
常
に
少
な
い
と
い
う
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
皇

国
臣
民
化
に
つ
い
て
、
①
京
城
護
国
神
社
・
扶
余
神
宮
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
、
②
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
、

③
軍
事
援
護
の
三
つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。 

第
一
章
「
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
と
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
―
茨
城
県
護
国
神
社
を
中
心
に
―
」

で
は
、
茨
城
県
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
と
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
に
つ
い
て
、
①
茨
城
県
護
国
神

社
の
前
身
で
あ
る
鎮
霊
社
に
お
い
て
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
②
茨
城
県
護
国

神
社
造
営
の
過
程
で
い
か
な
る
民
衆
動
員
が
行
わ
れ
た
の
か
、
③
茨
城
県
護
国
神
社
に
お
い
て
行
わ
れ
た
合
祀

祭
や
例
祭
を
通
じ
て
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
の
三
点
を
考
察
し
た
。 

鎮
霊
社
が
支
那
事
変
や
国
民
精
神
総
動
員
運
動
を
背
景
と
し
て
、
武
運
長
久
祈
願
祭
や
戦
没
者
遺
家
族
の
た

め
の
「
臨
時
祭
典
」
を
通
し
て
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
を
行
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
そ
う
し
た
祈
願
祭
や
臨
時
祭



典
に
一
般
民
衆
の
参
列
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
銃
後
の
民
衆
動
員
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県

護
国
神
社
の
造
営
に
お
い
て
は
「
勤
労
奉
仕
」
と
い
う
名
目
で
茨
城
県
民
の
動
員
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
茨
城
県
護
国
神
社
が
、
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
の
み
な
ら
ず
、
茨
城
県
民
の
戦
意
昂

揚
を
は
か
る
軍
国
主
義
の
表
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
戦
時
体
制
の
強
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

を
述
べ
、
戦
没
者
の
顕
彰
・
慰
霊
は
、
戦
没
者
遺
家
族
へ
の
精
神
的
な
軍
事
援
護
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。 

第
二
章
「
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
―
茨
城
県
那
珂
郡
村
松
村
の
事
例
を
中
心
に
―
」
で
は
、
戦

没
者
遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
に
つ
い
て
、
①
銃
後
奉
公
会
は
戦
没
者
遺
家
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
経
済

的
軍
事
援
護
と
精
神
的
軍
事
援
護
を
行
っ
た
の
か
、
②
銃
後
奉
公
会
の
主
要
な
機
能
の
一
部
を
担
当
し
た
軍
事

援
護
相
談
所
の
相
談
窓
口
と
し
て
市
町
村
婦
人
相
談
員
が
行
っ
た
精
神
的
軍
事
援
護
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
③
精
神
的
軍
事
援
護
の
一
環
と
し
て
「
戦
没
者
未
亡
人
」
に
行
っ
た
「
精
神
教
化
」
と
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
茨
城
県
那
珂
郡
村
松
村
の
銃
後
奉
公
会
を
事
例
に
考
察
し
た
。 

戦
没
者
遺
家
族
は
、
経
済
的
な
問
題
と
精
神
的
な
問
題
を
複
合
的
に
抱
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
①
銃
後
奉
公
会
は
、
戦
没
者
遺
家
族
に
対
し
、
「
慰
問
・
慰
藉
」
と
い
う
精
神
的
な
軍
事
援
護
と

並
行
し
て
「
生
活
状
態
を
洞
察
」
し
て
家
計
困
難
者
へ
の
経
済
的
な
軍
事
援
護
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
、
②
経
済
的
軍
事
援
護
で
あ
る
各
種
の
恩
典
の
受
給
を
め
ぐ
っ
て
戦
没
者
遺
家
族
間
で
発
生
す
る

「
家
庭
紛
議
」
の
調
停
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
③
軍
事
援
護
相
談
所
や
婦
人
相
談
員
は
、
戦
没
者
遺

家
族
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
円
満
に
解
決
し
て
く
れ
る
相
談
窓
口
と
な
り
、
戦
没
者
遺
家
族
へ
の
精
神
的
軍
事
援

護
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
④
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
精
神
的
軍
事
援

護
に
お
い
て
「
戦
没
者
未
亡
人
」
に
対
す
る
「
精
神
教
化
」
が
最
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
⑤
「
精
神

教
化
」
と
は
「
戦
没
者
未
亡
人
」
に
「
婦
徳
」
の
意
識
を
涵
養
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
き
明
か
し
た
。 

第
三
章
「
銃
後
に
お
け
る
軍
事
援
護
」
で
は
、
銃
後
に
お
け
る
軍
事
援
護
に
つ
い
て
、
村
松
村
の
在
郷
軍
人

会
と
寺
門
治
平
と
い
う
一
人
の
人
物
を
対
象
に
、
出
征
兵
士
や
戦
没
者
・
戦
没
者
遺
家
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
軍
事
援
護
が
銃
後
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
か
、
総
力
戦
体
制
に
対
し
て
銃
後
の
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

在
郷
軍
人
分
会
は
、
武
運
長
久
祈
願
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
、
出
征
兵
士
家
族
へ
の
労
力
奉
仕
、
遺
骨
出
迎

え
と
村
葬
参
列
、
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
、
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
慰
問
・
慰
藉
な
ど
様
々
な
銃
後
後
援
を

行
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
戦
没
者
を
「
護
国
の
神
」
「
英
霊
」
と
し
て
迎
え
て
慰
霊
・
顕
彰
し
、
戦

没
者
遺
家
族
を
慰
問
・
慰
藉
す
る
こ
と
で
、
自
ら
も
銃
後
の
帝
国
臣
民
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
在
郷
軍
人
会
と
同
様
に
、
寺
門
治
平
も
銃
後
の
民
衆
の
一
人
と
し
て
、
武
運
長
久
祈
願
、

出
征
兵
士
の
見
送
り
、
出
征
兵
士
家
族
へ
の
労
力
奉
仕
、
遺
骨
出
迎
え
と
村
葬
参
列
、
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
、

戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
慰
問
・
慰
藉
な
ど
様
々
な
銃
後
後
援
を
「
模
範
的
」
に
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

以
上
、
第
一
部
で
は
「
内
地
」
を
対
象
と
し
た
考
察
を
通
じ
、
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
、
靖
国

神
社
・
招
魂
社
・
護
国
神
社
に
お
け
る
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
、
軍
人
援
護
会
・
銃
後
奉
公
会
・
愛
国
婦
人
会

な
ど
各
種
団
体
に
よ
る
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
、
「
戦
没
者
未
亡
人
」
に
対
す
る
「
精
神
教
化
」
、

在
郷
軍
人
会
や
銃
後
の
民
衆
に
よ
る
出
征
兵
士
・
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
銃
後
後
援
な
ど
、
大
日
本
帝
国
が
、

多
く
の
民
衆
動
員
と
重
層
的
な
軍
事
援
護
を
通
し
て
帝
国
臣
民
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
総
力
戦
体
制
を
構
築

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
四
章
「
京
城
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
と
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
」
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お

い
て
「
内
鮮
一
体
」
を
目
的
と
し
た
朝
鮮
民
衆
の
皇
国
臣
民
化
を
、
①
京
城
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る
民
衆
動

員
、
②
扶
余
神
宮
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
、
③
京
城
護
国
神
社
に
お
け
る
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
と
い
う
観

点
か
ら
考
察
し
た
。  



京
城
護
国
神
社
の
造
営
で
は
、
「
内
地
」
と
同
様
に
、 

府
内
中
等
学
校
生
徒
を
は
じ
め
、
官
公
署
・
銀
行
会

社
員
・
在
郷
軍
人
・
愛
国
班
員
な
ど
の
銃
後
の
民
衆
が
「
勤
労
奉
仕
」
と
い
う
名
目
で
動
員
さ
れ
た
。
内
地
人

と
陸
軍
特
別
志
願
兵
を
除
隊
し
た
朝
鮮
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
在
郷
軍
人
会
は
「
半
島
ゆ
か
り
の
英
霊
を
遷
し

祀
る
」
京
城
護
国
神
社
の
造
営
に
「
何
を
措
い
て
も
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
想
い
か
ら
護

国
神
社
造
営
に
積
極
的
に
参
加
し
、
「
内
鮮
一
体
」
の
護
国
神
社
造
営
を
通
じ
て
、
自
ら
積
極
的
に
「
皇
国
臣

民
」
と
し
て
の
範
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
扶
余
神
宮
へ
の
「
勤
労
奉
仕
」
は
朝
鮮
民
衆
の
自
発
的
な
参
加
と
い

う
よ
り
も
、
国
民
精
神
総
動
員
朝
鮮
連
盟
に
よ
る
「
斡
旋
」
「
勧
誘
」
と
い
っ
た
性
格
が
強
く
、
身
体
的
な
動

員
に
と
ど
ま
ら
ず
「
内
鮮
一
体
化
」
に
向
け
た
精
神
的
な
動
員
で
あ
っ
た
。 

扶
余
神
宮
の
造
営
に
あ
た
り
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
主
な
実
践
項
目
で
あ
る
神
社
参
拝
・
宮
城
遥
拝
・

殉
国
者
英
霊
に
黙
祷
・
皇
国
臣
民
誓
詞
の
斉
唱
が
行
な
わ
れ
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
目
的
で
あ
る
日
本
精

神
の
昂
揚
に
よ
る
「
皇
国
臣
民
化
」
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
、
「
内
鮮
一
体
の
表
象
」
で
あ
る
扶
余
神
宮
造
営
へ

の
勤
労
奉
仕
は
「
皇
国
臣
民
化
」
を
目
指
し
た
精
神
的
民
衆
動
員
で
あ
る
こ
と
、
「
内
鮮
一
体
の
発
祥
地
」
で

あ
る
百
済
の
故
都
に
創
建
し
た
扶
余
神
宮
は
つ
い
に
完
成
し
な
か
っ
た
こ
と
（
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
の
敗

戦
を
理
由
に
、
土
台
工
事
の
仕
上
げ
の
段
階
で
中
止
）
の
三
点
を
指
摘
し
、
扶
余
神
宮
造
営
を
通
じ
て
の
「
半

島
人
」
の
「
皇
国
臣
民
化
」
は
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
解
き
明
か
し
た
。
ま
た
、
「
勤
労
奉
仕
」
を
通
し
て

「
皇
国
臣
民
と
し
て
の
実
感
」
を
体
得
さ
せ
る
た
め
に
「
扶
余
聖
地
勤
労
奉
仕
記
」
な
ど
が
様
々
な
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。 

さ
ら
に
、
「
内
地
」
の
護
国
神
社
と
同
様
に
、
京
城
護
国
神
社
で
も
、
戦
没
者
遺
家
族
・
軍
官
民
関
係
者
・

銃
後
民
衆
が
参
列
し
た
例
祭
・
臨
時
大
祭
・
戦
勝
祈
願
祭
を
通
じ
て
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
と
「
国
威
宣
揚
」

が
行
わ
れ
、
「
朝
鮮
関
係
の
護
国
の
英
霊
」
を
媒
介
に
朝
鮮
民
衆
の
「
皇
国
臣
民
化
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
述

べ
た
。 

第
五
章
「
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
に
お
け
る
皇
国
臣
民
化
」
で
は
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
に
お
け
る
皇
国

臣
民
化
を
考
察
し
た
。
同
章
で
は
特
に
「
半
島
人
」
（
朝
鮮
人
）
の
「
熱
烈
ナ
ル
愛
国
心
」
を
背
景
に
実
施
さ

れ
た
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
に
焦
点
を
あ
て
、
①
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
の
成
立
と
実
施
、
②
陸
軍
特
別
志
願

兵
の
募
集
を
め
ぐ
る
問
題
、
③
陸
軍
特
別
志
願
兵
に
対
す
る
軍
事
援
護
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

支
那
事
変
以
降
、 

朝
鮮
の
「
前
進
兵
站
基
地
タ
ル
ノ
重
要
性
」
に
加
え
、
朝
鮮
民
衆
に
「
熱
烈
ナ
ル
愛
国

運
動
」
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
「
内
鮮
一
体
ヲ
益
々
深
化
セ
シ
ム
ル
」
た
め
の
皇
国
臣
民
化
政
策
と
し
て

実
施
さ
れ
た
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
に
お
い
て
、
陸
軍
兵
志
願
者
訓
練
所
に
お
け
る
訓
練
は
、
心
身
鍛
錬
と
精

神
訓
話
を
通
じ
て
志
願
兵
を
「
内
鮮
一
体
化
」
さ
せ
、
「
天
皇
陛
下
の
た
め
に
戦
う
」
皇
国
臣
民
と
し
て
養
成

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
徴
兵
適
齢
期
以
下
の
一
七
歳
か
ら
二
〇
歳
の
当
該
年
齢
の
若
者
の
六
〇
％
が
、

愛
国
心
の
発
露
・
軍
人
と
し
て
の
名
誉
心
・
功
利
的
動
機
・
職
業
を
理
由
に
陸
軍
に
志
願
す
る
状
況
の
な
か
で
、

朝
鮮
総
督
府
が
こ
う
し
た
愛
国
心
や
名
誉
心
を
も
つ
若
者
を
い
か
に
志
願
兵
と
し
て
募
集
す
る
か
、
い
か
に
し

て
「
皇
国
臣
民
化
」
す
る
か
を
課
題
と
し
て
い
た
。 

陸
軍
特
別
志
願
兵
お
よ
び
志
願
兵
家
族
に
「
内
地
人
」
と
同
様
に
行
わ
れ
た
軍
事
援
護
は
、
志
願
兵
の
後
顧

の
憂
い
を
な
く
し
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
が
「
内
鮮
一
体
」
の
手
本
と
し
て
「
帝
国
軍
人
の
よ
う
に
赫
々
た
る
名

誉
」
を
立
て
る
「
内
鮮
一
体
」
の
具
体
化
で
あ
り
「
皇
国
臣
民
化
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
ま
た
、

陸
軍
特
別
志
願
兵
の
募
集
は
「
志
願
」
と
い
う
名
目
で
、
実
際
は
「
勧
誘
」
「
斡
旋
」
な
ど
強
制
的
な
方
法
で

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
に
よ
る
皇
国
臣
民
化
は
当
初
の
目
論
見
と
は
異
な
り
難
航
し
た

と
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
実
に
も
と
づ
き
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
志
願
兵
後
援

会
に
よ
る
銃
後
後
援
と
陸
軍
特
別
志
願
兵
に
対
す
る
軍
事
援
護
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

第
六
章
「
軍
事
援
護
に
よ
る
皇
国
臣
民
化
」
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
軍
事
援
護
に
焦
点
を
あ
て
、
①
戦
没
者

遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
、
②
銃
後
に
お
け
る
軍
事
援
護
、
③
軍
事
援
護
に
よ
る
皇
国
臣
民
化
に
つ
い
て
考



察
し
た
。 

そ
の
結
果
、
①
入
営
・
除
隊
・
応
召
・
出
征
軍
人
や
戦
傷
病
死
者
の
送
迎
・
接
待
・
慰
問
、
留
守
家
族
の
生

活
状
況
調
査
と
扶
助
、
応
召
軍
人
の
送
迎
・
接
待
、
戦
病
死
者
の
弔
葬
、
軍
人
遺
家
族
の
慰
問
・
慰
藉
な
ど

「
精
神
的
労
力
的
奉
仕
援
助
」
（
＝
精
神
的
援
護
）
を
中
心
と
し
た
愛
国
婦
人
会
の
銃
後
の
活
動
は
「
内
鮮
一

体
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
、
②
内
地
人
の
応
召
者
・
陸
軍
特
別
志
願
兵
・
朝
鮮
人
軍
属

と
そ
の
遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
は
「
内
鮮
一
体
」
を
象
徴
す
る
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
こ
う
し
た
活
動

を
通
し
て
、
愛
国
婦
人
会
の
会
員
自
身
も
ま
た
「
皇
国
臣
民
」
と
な
っ
た
こ
と
、
④
朝
鮮
軍
事
後
援
連
盟
に
よ

る
軍
事
援
護
事
業
の
ほ
か
に
、
銃
後
民
衆
に
よ
る
軍
事
援
護
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

朝
鮮
軍
事
後
援
連
盟
・
朝
鮮
愛
国
婦
人
会
・
朝
鮮
軍
人
援
護
会
な
ど
が
戦
没
者
遺
家
族
に
対
し
て
重
層
的
な

軍
事
援
護
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
う
し
た
諸
団
体
が
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
軍
事
援
護
を
行
う
こ
と
で

「
内
鮮
一
体
」
を
体
感
し
皇
国
臣
民
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
銃
後
に
お
け
る

軍
事
援
護
が
、
京
城
護
国
神
社
に
お
い
て
行
わ
れ
る
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
に
加
え
、
戦
没
者
の
葬
儀
に
象
徴

さ
れ
る
戦
没
者
の
慰
霊
と
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
慰
問
・
慰
藉
で
あ
り
、
「
内
地
」
で
日
常
的
に
見
ら
れ
た

光
景
が
朝
鮮
で
も
見
ら
れ
た
こ
と
を
解
き
明
か
し
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
人
軍
属
遺
家
族
に
対
し
て
も
、
こ
う
し

た
軍
事
援
護
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
朝
鮮
人
軍
属
遺
家
族
に
皇
国
臣
民
と
し
て
の
意
識
を
涵
養
さ
せ
た
こ
と
を
述

べ
た
。 

ま
た
、
戦
没
者
未
亡
人
と
し
て
の
誇
り
と
は
、
内
地
人
の
場
合
は
「
誉
の
家
」
を
護
る
「
婦
徳
」
で
あ
る
が
、

朝
鮮
人
の
場
合
は
「
護
国
の
神
」
と
し
て
「
後
進
の
勇
士
を
導
く
責
任
」
、
す
な
わ
ち
新
た
な
「
皇
国
臣
民
」

を
作
り
あ
げ
る
使
命
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
徴
兵
令
の
実
施
に
あ
た
り
最
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
人

婦
人
に
「
喜
ん
で
家
庭
で
子
弟
を
入
営
さ
せ
、
本
人
も
欣
ん
で
入
営
す
る
気
風
」
を
養
う
「
精
神
教
化
」
で
あ

り
、
こ
う
し
た
「
精
神
教
化
」
を
通
し
て
朝
鮮
人
婦
人
に
対
す
る
皇
国
臣
民
化
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

第
二
部
の
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
皇
国
臣
民
化
の
考
察
を
通
し
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
た
。 

第
一
点
と
し
て
は
、
銃
後
の
民
衆
動
員
と
軍
事
援
護
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
総
力
戦

体
制
の
構
築
は
、
「
内
地
」
で
も
行
わ
れ
た
護
国
神
社
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
や
軍
事
援
護
と
同
様
に
、
京

城
護
国
神
社
・
扶
余
神
宮
造
営
に
お
け
る
民
衆
動
員
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
の
実
施
と
陸
軍
特
別
志
願
兵
に

対
す
る
軍
事
援
護
、
戦
没
者
遺
家
族
に
対
す
る
重
層
的
な
軍
事
援
護
と
い
う
方
法
に
加
え
、
銃
後
の
民
衆
動
員

と
軍
事
援
護
を
通
し
て
の
朝
鮮
人
の
皇
国
臣
民
化
と
い
っ
た
方
法
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

第
二
点
と
し
て
は
、
「
内
地
」
の
男
子
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
義
務
で
あ
る
徴
兵
制
が
、
朝
鮮
に
お
い
て
は

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
ま
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
男
子
を
皇
国
兵

士
と
し
て
育
成
し
「
真
に
心
の
底
か
ら
日
本
人
に
な
り
切
ろ
う
」
と
す
る
意
識
を
涵
養
さ
せ
る
皇
国
臣
民
化
は

困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

第
三
点
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
朝
鮮
人
婦
人
に
対
し
て
は
「
喜
ん
で
家
庭
で
子
弟
を
入
営

さ
せ
、
本
人
も
欣
ん
で
入
営
す
る
気
風
」
を
養
う
「
精
神
教
化
」
が
行
わ
れ
、
こ
う
し
た
「
精
神
教
化
」
を
通

し
て
朝
鮮
人
婦
人
の
皇
国
臣
民
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
「
皇
国
臣
民
化
」
を
軍
事
援
護
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
本
論
文
の
結
論
と
し

て
、
総
力
戦
体
制
の
構
築
に
あ
た
り
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
人
男
子
に
対
す
る
皇
国
臣
民
化
に
加
え
、
朝

鮮
人
婦
人
に
対
す
る
皇
国
臣
民
化
で
あ
り
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
構
築
の
課
題
の
ひ
と
つ
は

「
精
神
教
化
」
を
通
じ
て
の
朝
鮮
人
婦
人
の
皇
国
臣
民
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 


